
● 2A 010 - 10 -

問い30から問い34までは，下の図に関する問いである。

図は，自家用電気工作物構内の高圧受電設備を表した図である。

この図に関する各問いには，4通りの答え（イ，ロ，ハ，ニ）が書いてある。それぞれの問いに対して，答えを 1つ選びなさい。

〔注〕図において，問いに直接関係のない部分等は，省略又は簡略化してある。

高圧引込ケーブル

RF

車 道（舗装）

構

外

GL

②

③

VCT

T T

④

⑤

SC

SR

①

GR付PAS

E

鉄筋コンクリート柱

RF

機器配置図

VT，LA内蔵

一般送配電
事業者

建

物

外灯

ターミナルキャップ

ケーブル支持

（配管・プルボックス記載は省略）

ケーブル支持

点検台

（配管・プルボックス

記載は省略）

主遮断

装置

- 11 -

問 い 答 え

30 ①に示す地絡継電装置付高圧交流負荷 イ．GR 付 PAS は，保安上の責任分界点に設ける区分開閉器として用いら

開閉器(GR 付 PAS)に関する記述として， れる。

不適切なものは。 ロ．GR 付 PAS の地絡継電装置は，波及事故を防止するため，一般送配電

事業者との保護協調が大切である。

ハ．GR 付 PAS は，短絡等の過電流を遮断する能力を有しないため，過電

流ロック機能が必要である。

ニ．GR 付 PAS の地絡継電装置は，需要家内のケーブルが長い場合，対地

静電容量が大きく，他の需要家の地絡事故で不必要動作する可能性が

ある。このような施設には，地絡過電圧継電器を設置することが望ま

しい。

31 ②に示す引込柱及び高圧引込ケーブルの イ．A 種接地工事に使用する接地線を人が触れるおそれがある引込柱の側面

施工に関する記述として，不適切なものは。 に立ち上げるため，地表からの高さ 2 m，地表下 0.75 m の範囲を厚さ

2 mm以上の合成樹脂管(CD管を除く)で覆った。

ロ．造営物に取り付けた外灯の配線と高圧引込ケーブルを 0.1 m 離して施設

した。

ハ．高圧引込ケーブルを造営材の側面に沿って垂直に支持点間 6 m で施設

した。

ニ．屋上の高圧引込ケーブルを造営材に堅ろうに取り付けた堅ろうなトラフ

に収め，トラフには取扱者以外の者が容易に開けることができない

構造の鉄製のふたを設けた。

32 ③に示す地中にケーブルを施設する場合， イ．ポリエチレン被覆鋼管 ロ．硬質ポリ塩化ビニル電線管

使用する材料と埋設深さの組合せとして， 舗装下面から 0.2 m 舗装下面から 0.3 m

不適切なものは。

ただし，材料は JIS 規格に適合するもの ハ．波付硬質合成樹脂管 ニ．コンクリートトラフ

とする。 舗装下面から 0.6 m 舗装下面から 1.2 m

33 ④に示す PF・S 形の主遮断装置として， イ．過電流継電器

必要でないものは。 ロ．ストライカによる引外し装置

ハ．相間，側面の絶縁バリヤ

ニ．高圧限流ヒューズ

34 ⑤に示す高圧キュービクル内に設置した イ．高圧電路と低圧電路を結合する変圧器の金属製外箱に施す接地線に，

機器の接地工事に使用する軟銅線の太さに 直径 2.0 mmの軟銅線を使用した。

関する記述として，適切なものは。 ロ．LBSの金属製部分に施す接地線に，直径 2.0 mmの軟銅線を使用した。

ハ．高圧進相コンデンサの金属製外箱に施す接地線に，3.5 mm2の軟銅線を

使用した。

ニ．定格負担 100 V･A の高圧計器用変成器の 2 次側電路に施す接地線に，

3.5 mm2の軟銅線を使用した。
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